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ナノ材料は産業界の期待を集めるが、当初からその高機能性故に安全性が懸念されてきた。特にCNTは、2008
年の英国研究者ら報告に端を発した一連の騒動から注意深い安全性評価が米欧日で推進された。そのため、
化学物質として非常に多くの安全性評価データが集積すると共に、OECD/ECHAの新評価方法のベンチマークと
して、２１世紀の化学物質安全性評価法を確立した。さらに、この評価方法とCOVID-19の中長期影響評価は軌を
一にする。2020年末の現状を報告する。

2020〜のナノ材料安全性評価のトレンド

 材料単位から元素単位の毒性の再評価

 iPS細胞研究開発＋CRISPR CAS9ゲノム編集技術の適用

 細胞のアポトーシス

1. 毒性評価の観点の推移：形状から元素の特性へ

 ナノの「マクロ的」毒性評価→「ミクロ的」評価へ。直径10ナノ以下の粒子の生物化学的活性

が、当初の予想より高いことが確認されつつある。例）10ナノ以下の酸化チタンは毒性を持つ。

2. iPS細胞研究＋CRISPR CAS9ゲノム編集技術：分子レベルの生化学的評価へ

 DNA 配列の特定箇所のメチレン(CH3-)基脱着で中長期的生化学的作用が生じる

→COVID-19の長期的作用はDNA同一部位のメチレン脱着を誘引。

→ナノ材料影響評価方法をCOVID-19影響評価にも適用。評価方法の有用性が前進。

3. 細胞のアポトーシス

 2011のNIOSH論文で報告→2020年から再注目されている。

 細胞分裂にCNTの繊維的性質が作用して細胞のアポトーシスを招く→アスベストとは異なる

作用機序のDNAレベルでの検証へ。（コロナで研究が滞り気味）。

Acknowledgement
• Enanomapper及びEffectopediaについて使用を許諾してくれたOECD, Dr. H. Aladjov氏に感謝いたします。
• 最新のDWCNT中皮腫評価の情報提供を許諾してくれた、英国 MRC, Dr. M. Macfarlane氏に感謝いたします。
• 最新の呼吸器吸入暴露試験情報を提供してくれた国立医薬品食品衛生研究所の高橋博士に感謝いたします。
• 最新の生物化学作用についてのSuggestionを頂いた、基NIOSH研究員L. Sargent氏に感謝いたします。

©2021 Global Aqua Innovation Center, Shinshu University

mailto:s_tsuruoka@Shinshu-u.ac.jp

